
発行/福島県石川郡玉川村大字小高字中畷9玉川村役場合(0247)57 -3101編集/企画課印尉/(:有)円谷印刷(毎月 1日発行)

を〉
/自由契

No. 284 

3月148須釜中学校卒業式・ 3月168いずみ幼稚箆・ 3fJ178すがま幼稚菌卒園式から

輝いヱ:いたよ
9年間にどれだけの人を知っただろうか

これからまた 無限の人との出合いが始まる

人を知るということは なによりも価値がある

輝く目を大切に 自分の道を進んで、ほしい

今月のべージ

ふるさと創生事業決まる… 2'"'"'3
赤十字奉仕団

よい歯のコンクール表彰・ 4'"'"'5

泉中校舎完成予想図

・教職員の移動…一一一… 6'"'"'7
役場庁舎増築終了

・村職員の人事……一.8'"'"'9 

平成2年度村の予算………10'"'"'13 
シリーズ企業の窓ー ・・ ・ ・・・…14
フライト農業を考える・・ .16'"'"'17 
お知らせ一…・…ー……・..........18



司V噂
は

平成 2年4月

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
が
決
ま
る
ま

で
に
は
、
検
討
委
員
会
(
村
内
学
識

経
験
者
日
人
で
構
成
)
が
三
回
と
、

幹
事
会
(
役
場
課
長
職
日
人
で
構
成
)

が
五
回
、
合
わ
せ
て
八
回
の
審
議
を

重
ね
ま
し
た
c

こ
の
な
か
で
、
第
二
回
検
討
委
員

会
で
選
考
さ
れ
た
四
十
三
件
の
項
目

に
つ
い
て
、
幹
事
会
で
実
現
性
や
将

来
性
な
ど
詳
細
に
検
討
を
加
え
、
「
人

材
育
成
」
を
柱
と
し
て
、
①
育
英
制

度
の
創
設
②
中
学
生
の
海
外
派
遣

研
修
①
外
国
人
教
師
な
ど
を
招
致

し
た
「
語
学
講
座
」
の
開
設
④
中
学

校
へ
の
「
パ
ソ
コ
ン
」
の
導
入
な
ど

H

た
た
き
台
H

を
ま
と
め
、
第
三
回

検
討
委
員
会
で
審
議
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
終
的
に
は
、
役
員
及

び
事
務
局
一
任
と
な
り
、
こ
れ
ら
の

案
件
に
対
し
再
度
検
討
を
加
え
、
標

記
の
四
つ
に
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
年
度
の
一
般
会

計
に
、
三
千
四
百
万
円
の
予
算
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
が
、
中
学
生
の
海
外

派
遣
で
は
、
少
数
に
な
る
こ
と
か
ら

も
っ
と
多
く
の
中
学
生
に
研
修
さ
せ

る
と
い
う
こ
と
で
、
園
内
研
修
に
変

更
さ
れ
た
た
め
、
細
部
に
つ
い
て
は

た
だ
い
ま
検
討
中
で
す

D

広報たまかわ

『
ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
」
。
村
民
一
人
あ
た
り
に
す
る
と
約
一
万
三
千
円
。
こ
の
一
億

円
の
使
い
道
が
決
ま
り
ま
し
た
。
諮
問
機
関
で
あ
る
ふ
る
さ
と
創
生
検
討
委
員
会
(
佐
久
間

倉
太
会
長
)
に
お
い
て
一
般
公
募
の
あ
っ
た
こ
百
五
件
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
基
に
検
討
を
重
ね

た
結
果
、
「
人
づ
く
り
」
を
柱
と
し
た
四
つ
の
事
業
に
決
ま
り
ま
し
た
。
一
般
公
募
に
基
づ

く
検
討
委
員
会
の
選
考
で
は
、
『
む
ら
お
こ
し
』
が
優
位
に
立
ち
ま
し
た
が
、
実
現
性
や
将

来
性
、
そ
し
て
地
域
性
を
考
慮
し
、
ま
た
、
長
期
展
望
型
の
事
業
と
し
て
勘
案
し
た
結
果
、

人
づ
く
り
事
業
に
決
っ
た
も
の
で
す
。
人
づ
く
り
は
、
二
十
一
世
紀
の
た
ま
か
わ
を
つ
く
る

原
動
力
。
そ
し
て
『
未
来
の
た
ま
か
わ
を
み
ん
な
の
手
で
』
。
あ
な
た
の
可
能
性
が
、
ま
た

一
歩
花
開
く
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

ふるさと創生事業公募数と選考状況

左から由子ユリ子さん、大野式吉さん、溝井清こさん、草回村長、
曲山行告さん、斎藤泰三検討委員会副会長、円内が奥野義章さん

三
月
二
十
三
日
役
場
村
長
室
に
お

い
で
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
に
寄
せ

ら
れ
た
二
百
五
件
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の

中
か
ら
、
最
優
秀
ア
イ
デ
ィ
ア
賞
に

選
ば
れ
た
五
人
の
方
々
へ
、
村
長
か

ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
五
人
の
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
が
、
第
一
回
検
討
委
員

会
の
中
で
優
秀
ア
イ
デ
ィ
ア
応
募
者

五
人
を
選
び
、
姉
妹
都
市
の
台
湾
鹿

谷
郷
ヘ
招
待
派
遣
を
す
る
こ
と
で
、

検
討
委
員
か
ら
選
考
さ
れ
た
も
の
で

す
。
す
で
に
、
曲
山
さ
ん
ら
四
人
に

つ
い
て
は
、
日
華
親
善
友
好
都
市
提

携
推
進
協
議
会
の
一
員
と
し
て
訪
華

さ
れ
て
い
ま
す

D

都
合
に
よ
り
訪
華
で
き
な
か
っ
た

田
子
さ
ん
に
は
、
記
念
品
を
贈
り
功

績
を
た
た
え
ま
し
た
。

*
最
優
秀
ア
イ
デ
ィ
ア
賞
受
賞
者

@
曲
山
行
信
さ
ん
(
川
辺
)

寸玉
川
村
奨
学
金
の
設
置
(
基
金

の
創
設
)
」

@
奥
野
義
章
さ
ん
(
岩
法
寺
)

「
基
金
創
設
に
よ
る
人
材
の
育
成
L

「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
の
森
(
白

華
山
こ
ぶ
し
の
森
)
」

@
溝
井
清
二
さ
ん
(
四
辻
新
田
)

「
ふ
る
さ
と
玉
川
共
和
国
の
設
立
」

@
田
子
ユ
リ
子
さ
ん
(
川
辺
)

「
自
然
の
森
(
ユ
ー
ト
ピ
ア
)
の

建
設
」

@
大
野
式
吉
さ
ん
(
南
須
葦
)

「
犬
寺
城
跡
の
周
辺
整
備
と
環
境

づ
く
り
」

2 
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平成 2年 4月広報たまかわ

福
祉
の
増
進
が
更
に
強
化

三
月
二
十
二
日
村
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
玉
川
村
赤
十
字
奉

仕
団
の
結
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

石
川
管
内
で
は
、
浅
川
町
に
次
い

で
二
番
目
の
結
成
で
す
。

結
成
式
に
は
、
二
十
三
人
の
団
員

と
村
、
日
赤
県
支
部
関
係
者
ら
が
出

席
。
経
過
報
告
の
あ
と
、
委
員
長
の

大
和
田
昭
子
さ
ん
(
吉
)
が
あ
い

三
月
二
十
三
日
保
健
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
」
と
「
国
民
健
康
保
検
健
康
家

庭
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
良
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、

平
成
元
年
度
の
三
歳
児
百
六
人
を
対

象
に
、
三
歳
出
ん
検
診
に
お
い
て
二
回

の
歯
科
検
診
(
受
診
者
九
十
九
人
)

を
行
な
い
、
虫
歯
の
な
か
っ
た
二
十

七
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
わ
り
で
す
。

一一 一 一 一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一…一一一一 一一一一 一 一一一一 一一一一一一一ー

奉仕団団旗の受ける大和田晴子委員長

委

員

長

副
委
員
長

委監団

員マ
小
高

*
最

員事

添
田
ナ
カ

小
針
キ
ン

優

秀

賞

マ
川
辺
矢
部
沙
織
(
正
恵
)

大
竹
克
弥
(
勝
重
)
須
藤
千
春
(
重

徳
)
室
井
英
里
(
清
人
)
マ
蒜
生

真
弓
照
香
(
喜
二
)
大
越
香
菜
恵
(
正

広
)
マ
小
高
矢
吹
力
也
(
幸
太

郎
)
車
国
産
子
(
悦
夫
)
マ
岩
法

寺
大
竹
絵
美
子
(
良
広
)
藤
田
龍

(
英
生
)
車
田
明
菜
(
敏
行
)
小
山

田
栄
子
(
康
夫
)
佐
久
間
三
兆
(
悦

たね

表彰された27人の子供たち

じようずlき

最優秀賞iこ

マ
中
高
林
健
代

添
田

キ

ワ

高

林
ナ
イ
マ
岩
法
寺
石
森
二
三
子

マ
竜
崎
鈴
木
多
恵
マ
南
須
釜

大
木
三
代
塩
沢
ナ
カ
子
鈴
木
四

郎

マ
北
須
釜

佐
久
間
ス
イ
マ

吉

有

賀

マ

サ

有

賀

和

子

マ

山

小
屋
矢
吹
節
子

平成2年度玉川村赤十字奉仕団事業計画表

(2@]目)

赤十字浄財増強運動推進

7月19日

献血推進

ひとり暮らし老人給食サービス何回目)

献血推進12月13日一日赤十字

安

寝たきり老人の介護講習会(2.19就業改善センター)

献血推進

つ
に
立
ち
「
今
後
同
志
を
募
り
、
充

実
し
た
活
動
に
し
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
、
副
委
員
長
の
須
釜
保

明
さ
ん
(
岩
法
寺
)
が
結
団
宣
言
を

行
い
ま
し
た
。

次
い
で
篠
田
四
郎
日
赤
県
支
部
事

務
局
長
が
役
員
へ
委
嘱
状
を
交
付
し

た
あ
と
、
車
田
村
長
と
篠
田
事
務
局

長
か
ら
「
今
後
も
奉
仕
の
輸
を
広
げ

地
域
に
恨
ざ
し
た
活
動
を
し
て
ほ
し

い
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。

赤
十
字
奉
仕
団
の
役
員
並
び
に
聞

の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

大
和
田
昭
子
(
吉
)

須
釜
保
明
(
岩
法
寺
)

仁
井
田
オ
ケ
サ
(
竜
崎
)

石

井

実

(

小

高

)

石
井
周
太
郎
(
四
辻
)

大
野
ヨ
シ
(
南
須
釜
)

小
林
富
重
(
中
)

草
野
今
朝
夫
(
北
須
釜
)

川
崎
幸
夫
(
川
辺
)

献血推進

ひとり暮 らし老人給食サービス

ひとり 暮 らし老人給食サービス(3回目)10月18日

2月4日ひとり暮らし老人給食サービス(6回目)

ひとり暮らし老人給食サービス(5回目)

A 
A 

男
)
マ
竜
崎
吉
田
正
明
(
正
男
)

鈴
木
香
(
広
義
)
佐
藤
貴
大
(
邦
男
)

マ
南
須
釜
大
川
内
勇
太
(
孝
)
大

越
あ
ゆ
み
(
正
利
)
増
子
進
五
口
(
貞

美
)
増
子
博
之
(
明
)
片
寄
泰
子

(
弘
勝
)
塩
沢
美
帆
(
浩
道
)
馬
上
智
英

(
久
光
)
マ
吉
有
賀
奈
津
美
(
正

平
成
元
年
度
の
国
民
健
康

保
険
健
康
家
庭
の
表
彰
式
で
は
、

十

四
世
帯
の
家
庭
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
昭
和
六
十
三
年
度

の
国
保
家
庭
千
二
十
六
世
帯
の
中
か

ら
、
被
保
険
者
二
人
以
上
の
世
帯
は

一
年
間
、
単
身
世
帯
に
つ
い
て
は
二

年
間
、
医
師
の
診
察
を
受
け
ず
に
国

保
税
を
完
納
し
た
家
庭
に
贈
ら
れ
た

も
の
で
す
。

受
賞
さ
れ
た
家
庭
は
次
の
と
お
り

で

す

。

(

敬

称

略

)

吉

田

(

川

辺

)

健

康

ま
た
、

直

家

庭

人

コし-一=
ロ岡

部
さ
く
ら

佐
藤
真
由
子

は

14 

序

叶

士

可

町

W
正

品

川

刊

曲

山
添

田

車

田
溝

井

仁
井
田

中

野
小
山
田

杉

山

塩

沢
関

根

鈴

木

真
野
自

マ
四
辻

* 優
正

孝
文

雄

今
朝
吉

正

信

博

道
交

治

チ
ョ
ウ

武

雄
ト
シ
子

正

吉

正

夫
尚雄

政

世 榊
枝
和
幸
(
定
夫

秀

戸“、
員

方三

信治

小

高

南
須
釜

t曽樺

帝
(

0

)

 

(
蒜
生
)

(
小
高
)

(

0

)

 

(

ク

)(竜

崎

)

(
南
須
釜
)

(

。

)

(

ウ

)

(

0

)

 

(
北
須
釜
)

(

吉

)

(
山
新
田
)

圏

4 

圃

4月から
保険料が

月額 8，400円に

平
成
二
年
四
月
か
ら
国
民
年

金
保
険
料
が
、
月
額
八
千
四
百

円
に
な
り
ま
す
。

「
人
生
八
十
年
代
」
を
迎
え
、

年
金
制
度
を
健
全
に
運
営
し
て

い
く
た
め
に
、
年
金
の
給
付
と

保
険
料
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ

る
ご
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
保
険
料
の
額
も
、

段
踏
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

括
前
納
割
引

保
険
料
の
割
引
前
納
の
納
付

期
限
は
、
四
月
二
十
七
日
で
す
。

一
括
前
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

平
成
二
年
度
の
保
険
料
納
付
案

内
書
に
よ
り
、
村
指
定
金
融
機

関
ま
た
は
収
納
代
理
機
関
に
納

入
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
平
成
二
年
度
中
に
六

十
歳
に
な
ら
れ
る
方
で
も
、
納

。

入
期
間
が
二
か
月
以
上
で
あ
れ

ぱ
、
割
引
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

割
引
額
等
は
次
の
と
お
り
。

l'羊説&，1
lヨ~ail

居
書
に
職
業
等
を

記
入
く
だ
さ
い

厚
生
省
で
は
毎
年
人
口
動
態

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
今
年
は
国
勢
調
査
が

行
わ
れ
る
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

届
書
に
職
業
名
を
書
い
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

D

ま
た
、
死
亡
屈
に
は
、
併
せ
て

産
業
名
も
記
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。調

査
の
結
果
は
、
今
後
の
保

健
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
る
も

の
で
す
の
で
、
届
出
さ
れ
る
方

々
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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平成 2年4月広報たまかわ

泉
中
学
校
校
舎
完
成
予
想
図

泉
中
学
校
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

「
飛
躍
す
る
玉
川
村
」
に
ふ
さ
わ
し

い
、
国
際
化
と
情
報
化
時
代
に
対
応

し
た
、
ゆ
と
り
あ
る
個
性
と
創
造
性

を
育
む
こ
と
を
重
点
に
、
周
辺
の
景

観
と
調
和
し
た
施
設
を
検
討
し
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
下
の
完
成

予
想
図
に
決
り
ま
し
た
。

こ
の
校
舎
に
は
、
新
ら
し
く

「多

目
的
教
室
」
(
百
七
十
一
平
方
以
)
や

全
校
生
が
そ
ろ
っ
て
会
食
す
る
「
食

堂
」
(
二
百
七
十
一
平
方

M
)
、
そ

れ
に
情
報
化
時
代
に
対
応
す
る
「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室
」
が
取
り
入
れ

ら
れ
ま
す
口
ま
た
、
プ

l
ル
も
新
設

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
三
月
九
日
前
作
田
の
現
地

で
、
敷
地
造
成
工
事
の
安
全
祈
願
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

-
主
な
手
口

電
力
会
社
や
電
気
工
事
庖
風
の
装

い
で
一
一
l
j
四
人
の
男
性
が
訪
ね
て
来

て
、
配
線
を
調
べ
た
り
、
ト
イ
レ
フ

ァ
ン
の
点
検
を
す
る
ふ
り
を
し
、
台

所
換
気
扇
や
ト
イ
レ
フ
ァ
ン
等
を
、

「
危
な
い
」
「
漏
電
し
そ
ラ
だ
」
「
過
熱

し
て
い
る
」
な
ど
と
う
そ
を
一
言
っ
て
、

強
引
に
交
換
し
代
金
を
要
求
す
る
と

い
っ
た
悪
質
な
商
法
で
す
。

白
ア
リ
駆
除
の
場
合
は
、
床
下
に

も
ぐ
っ
で
木
片
を
持
っ
て
来
て
、
「
白

平成 2年4月

今
年
の
教
職
員
の
異
動
に
よ
り
、

本
村
に
お
い
で
転
出
・
転
入
さ
れ
た

方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

転

出

者

広報たまかわ

旬
味
川
辺
小

深

谷

巌

校

長

(

田

口

小

*
玉
川
第
一
小

ノ

ア
リ
が
い
た
」

す。-
こ
の
商
法
に
扱
わ
れ
る
商
品

・
台
所
用
換
気
扇

(
2
万
円
前
後
)

・
ト
イ
レ
フ
ァ
ン

(
1
1
2
万
円
)

・
ト
イ
レ
フ
ァ
ン
、
臭
と
つ
管
と
脱

臭
装
置
一
式

(
m
l
m万
円
)

・
白
ア
リ
駆
除

@
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

ま
ず
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
身
元
を

よ
く
確
認
す
る
こ
と
。
電
力
会
社
は

換
気
扇
を
売
っ
た
り
は
し
ま
せ
ん

D

故
障
と
か
危
な
い
と
一
言
わ
れ
で
も

う
の
み
に
せ
ず
、
近
く
の
信
頼
で
き

る
電
気
鹿
等
に
見
て
も
ら
う
の
が
良

い
で
し
ょ
う
。

*

ー

ー

ー

ー

!
|
|
I
l
l
i
-
-
-

関
根
強
口
輝
教
諭
(
釜
子
小
)

淵
津
千
鶴
子
教
諭
退
職

松

本

幸

子

教

諭

退

職

匂
凶
作
須
釜
小

鈴
木
英
夫
校
長
(
石
川
小
)

佐
藤
方
信
教
諭
(
河
東
二
小
)

犬
滝
勝
永
教
諭
(
矢
吹
中
)

南

俊

質

教

諭

退

職

先

泉

中

菊

地

隆

夫

校

長

退

職

波
法
宏
文
教
諭
(
蓬
田
中
)

吉
田
昌
代
主
事
(
須
賀
川
二
中
)

と
い
う
例
も
あ
り
ま

自
ア
リ
駆
除
も
飛
び
込
み
の
業
者

の
言
う
こ
と
を
う
の
み
に
せ
ず
、
信

頼
で
き
る
業
者
に
も
う
一
度
見
て
も

ら
う
の
が
賢
明
で
す
。

@
買
っ
て
し
ま
っ
た
ら

ク
l
リ
ン
グ
・
オ
フ
(
無
条
件
解

除
)
が
可
能
で
す
c

契
約
し
た
日
か

ら
8
日
間
以
内
に
書
面
で
業
者
に
通

知
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
古
い
換
気
扇
や
ト
イ
レ
フ

ァ
ン
を
持
っ
て
い
く
業
者
も
い
ま
す

が
、
後
々
の
た
め
に
渡
さ
な
い
ほ
う

が
賢
明
で
す
。

ま
た
、
白
ア
リ
駆
除
に
つ
い
て
は
、

薬
剤
を
散
布
し
て
し
ま
っ
た
後
で
も

契
約
し
た
日
か
ら
8
日
間
以
内
で
あ

れ
ば
、
ク

1
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
可
能

で
す
。こ

ま
っ
た
時
は
、
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
合

0
2
4
5
⑧
0
9
9
9
に

ご
相
談
下
さ
い
。

i
M

骨
須
釜
中

上
野
昌
人
教
諭
(
五
口
萎
中
)

根
治
子
教
諭
(
猪
苗
代
中
)

庚

川

喜

友

教

諭

退

職

転

入

者

目
凶
作
川
辺
小

山
ノ
内
正
二
郎
校
長
(
鏡
石
二
小
)

吉
田
美
智
子
講

師

新

採
用

品
作
玉
川
第
一
小

杉
田
久
美
子
(
大
東
小
)

書
竃橿理由，、 ・・
ιつしんつけよう 正 しいもgbに

6 

春の全国交通安全
運動

の
張
り
は
い
つ
ま
で
も
続
く
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
も
っ
と
ゆ
と

り
が
ほ
し
い
:
:
:
」
、
そ
ん
な
気
持

ち
が
、
ス
ピ
ー
ド
と
無
関
係
で
は

な
い
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。

と
ど
ま
る
ご
と
の
知
ら
な
い
交

通
事
故
。
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」

と
い
う
保
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

四
月
六
日
か
ら
四
月
十
五
日
ま

で
の
十
日
間
、
「
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
」
が
始
ま
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
歩
行
者
の
立
場

に
な
っ
て
運
転
す
る
、
心
の
ゆ
と
り

が
望
ま
れ
ま
す
。
希
望
に
満
ち
た
笑

顔
を
未
来
に
つ
よ
げ
で
く
だ
さ
い
。

{主j

導

期
間
中
、
登
校
時
間
に
村
内
の

各
要
所
で
街
頭
指
導
を
行
い
ま
す
。

*鈴臼神武大川|深土佐 石 川
泉木井尾 田槻田谷須藤川井

孝
寿
教
諭

志
保
教
諭

陸
雄
講
師

釜

小
佳
夫
校
長
(
大
原
小
)

正
裕
教
諭
(
浅
川
中
)

瑞
也
教
諭
(
川
辺
小
)

幸
子
栄
養
士
(
須
釜
中
)

孝
弘
教
諭
新
採
用

和
子
教
諭
新
採
用

敦
子
講
師
新
採
用

中

新
採
用

新
採
用

新
採
用

昨年の春の街頭指導(南須釜電化のシオザワ前)

ま
ば
ゆ
い
新
入
学
児
童
が
学
校
に

通
い
始
め
る
姿
は
、
す
が
す
が
し
く

心
が
洗
わ
れ
る
思
い
で
す

D

ま
た
、
う
ら
ら
か
な
春
の
目
ざ
し

は
、
心
の
疲
れ
を
い
や
す
か
の
よ
う

に
体
の
動
き
を
止
め
て
し
ま
う
も
の

で
す
。し

か
し
、
車
社
会
と
い
わ
れ
る
今

日
の
社
会
で
は
、
そ
ん
な
余
裕
す
ら

感
じ
さ
せ
な
い
ス
ピ
ー
ド
社
会
に
な

っ
て
い
ま
す
。
大
人
に
と
っ
て
も
、

四
月
は
忙
し
い
時
節
で
す
。
気
持
ち

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

t佐

嘱

村
内
の

小
学
六
年
生
(
別
人
)
に
、

家
庭
の
交
通
安
全
推
進
員
を
委
曙
し

ま
す
。
子
供
た
ち
の
素
直
な
意
見
を

家
庭
の
中
に
い
か
し
て
く
だ
さ
い
。

元
気
な
お
年
寄
り
を
対
象
に
、
四

月
十
六
日
、
シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
推

進
員
の
委
嘱
式
を
行
い
ま
す

D

年
と
と
も
に
自
分
の
体
が
ど
う
変

化
し
て
い

く
か
、
自
ら
の
体
験
を
後

世
に
伝
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

木
田
達
男
校
長
(
須
釜
中
)

佐
藤
明
男
教
諭
(
中
島
中
)

斎
藤
美
由
紀
教
諭
(
中
島
中
)

内
山
美
奈
子
主
事
(
中
畑
小
)

五
ノ
井
直
人
教
諭
新
採
用

深

谷

正

人

講

師

新

採

用

先

須

釜

中

大
谷
明
弘
校
長
(
三
春
中
)

大
野
健
治
教
諭
(
河
内
小
)

瓜

生

主

子

教

諭

新

採

用

生
田
目
明
子
講
師
新
採
用

飯

豊

み

つ

講

師

新

採

用

7 
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広報たまかわ

役
場
庁
舎
増
築
工
事
終
了
と
機
構
改
革

役
場
庁
舎
の
増
改
築
工
事
が
こ
の

ほ
ど
終
了
し
、
新
し
い
玄
関
と
フ
ロ

ア
が
で
き
ま
し
た
口

増
改
築
は
、
一
・
二
階
合
わ
せ
て

百
五
十
二

・
二
八
平
方
以
を
庁
舎
西

側
に
継
ぎ
足
し
た
も
の

で
す
。

新
し
い
玄
関
は
、
庁
舎
西
側
と
な

り
、
車
イ
ス
の
利
用
者
に
も
大
変
便

利
な
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
課
の
配
置
替
え
を
行
う

と
同
時
に
、
ス
リ
ッ
パ
に
履
き
か
え

る
こ
と
な
く
下
足
の
ま
ま
庁
内
に
入

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
二
階
の
増
築
部
分
に
は
、

こ
れ
ま
で
一
階
に
あ
っ
た
建
設
課
が

入
っ
て
い
ま
す
。

庁
舎
内
の
各
課
配
置
は
、

面
図
の
と
お
り
で
す
。

下
σ〉
平

※新しくなった窓口(表玄関側から)

機構改革により新しくなった課と事務取り扱い係(4.1)

国民健康保険係，保健衛生係

建設係，管理係，都市計画係

農政係，農業振興係，農林土木係

企画係，空港対策係，商工観光係

庶務係，財政係，消防交通係

福祉係，住民係，国民年金係

村
で
は
、
平
成
二
年
度
か
ら
水
道

メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
、
民
間
業
者

(
株
式
会
社
ア
サ
ヒ
・
ピ
ル
・
サ
ー

ビ
ス
)
に
委
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。こ

の
た
め
、
メ
ー
タ
ー
の
検
針
と

水
道
料
金
の
納
入
が
表
の
よ
う
に

後

全域 2カ月に l回偶数月末

更

岩法寺、竜崎、南須釜、北須釜

吉地区

2カ月に 1回奇数月始め

2カ月に 1回偶数月始め

川辺、蒜生、小高、中地区

更

平成 2年4丹

変

広報たまかわ

ー
検
針
と

変
更

変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ど
協
力

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

奇数月の25日

本
村
の
水
道
は
、
昭
和
四
十
九
年

に
給
水
を
始
め
で
以
来
、
十
六
年
が

経
過
し
ま
す
が
、
こ
の
間
、
生
活
様

式
の
多
様
化
、
産
業
活
動
の
進
展
な

ど
に
よ
り
、
水
の
使
用
量
は
、
二
・

五
倍
近
い
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
村
で
は
、
早
く
か
ら
新

た
な
水
源
を
求
め
て
調
査
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
現
在
ま
で
確
保
で
き

な
い
状
況
で
す
。

水
源
の
調
査
は
、
引
き
続
き
進
め

て
い
ま
す
が
、
水
の
使
用
量
が
増
加

し
て
お
り
、
今
年
は
早
い
時
期
か
ら

水
不
足
が
心
配
さ
れ
る
状
況
で
す
の

で
、
節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

検針月の25日

井
戸
水

…一段
一一利
用
を

井
戸
の
あ
る
家
で
は
、
洗
濯
、
風

今
回
の
増
改
築
に
合
わ
せ
、
村
条

例
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
四
月
か
ら

新
し
い
機
構
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
謀
名
と
係
名
は
、
図
の
と

お
り
で
す
。

⑧ 

2Fヘ呂
、
洗
車
、
散
水
な
ど
に
、
井
戸
水

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

コ
ツ
判

初の
水

コ
ッ
プ
三
杯
程
度
で
す
む
歯
磨
き

も
、
流
し
放
し
で
は
、

一
分
間
に
約

六
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
む
だ
に
な
り
ま

す。
洗
濯

東 芝?

の
工
夫

洗
濯
も
工
夫
す
れ
ば
一
回
百
リ
ッ

ト
ル
の
水
で
す
み
ま
す
が
、
流
し
放

し
で
は
二
百
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
水
を

⑦ 

須賀川、自j可

NTT ダイヤル通話料の値下げ

120 90 

西側表玄関(車いす用のスロープも備えました)

使
い
ま
す
。

ま
た
、
バ
ケ
ツ
洗
い
な
ら
五
杯
で

す
む
洗
車
も
、
流
し
放
し
の
ホ

i
ス

洗
い
で
は
、
六
倍
以
上
の
水
が
む
だ

に
な
り
ま
す
。

ク
ル

上
手
一

風
呂
の
残
り
湯
は
、
た
だ
捨
て
て

し
ま
っ
で
は
む
だ
に
な
り
ま
す

D

洗

濯
・
そ
う
じ
・
散
水
な
ど
、
有
効
に

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
、
水
洗
ト
イ
レ
の
二
度
流

し
を
し
な
い
、
散
水
を
な
る
べ
く
控

え
る
な
ど
、
限
り
あ
る
水
を
有
効
に

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

郡山、三春

6.5 

水戸、宇都宮

駄目、静岡

50 

40 

28 
いわき、二本松

東京、横浜

福島

会津若松

22.5秒

22.5 

13 

12 

20 

12.5 

10.5 

2H少

18.5 

21 

15.5秒

38 

30 

21 

7 

村
職
員
の
人
事

4
月

1
日
付
・
(

)
は
旧
任

⑧ 

V
保
健
課
長

1
久
保
木
徳
雄
(
住

民
課
長
)

V

農
政
課
長

1
角
田

文
弥
(
企
画
課
長
)

V

住
民
課

長

1
三
吉
隆
之
(
泉
保
育
所
長
)

V
企
画
調
整
課
長

1
阿
部
勝
良

(
産
業
課
長
)

V

農
業
委
員
会

事
務
局
長

1
関
根
英
夫
(
税
務

課
主
幹
兼
賦
課
徴
収
係
長
)

V

泉
保
育
所
長
リ
小
針
成
男
(
建

設
課
主
幹
兼
土
木
係
長
)

V

総

務
課
主
幹
兼
庶
務
係
長
日
溝
井

義
三
(
総
務
課
庶
務
係
長
)

V

会
計
室
出
納
係
長

l
溝
井
一
夫

(
須
釜
支
所
係
長
)

V

税
務
課

賦
課
徴
収
係
長
日
溝
井
宏
子
(
会

計
室
出
納
係
長
)

V

保
健
課
国

民
健
康
保
険
係
長

l
小
林
幸
一

(
住
民
課
国
民
健
康
保
険
係
長
)

V

保
健
課
保
健
衛
生
係
長

l
野

ロ
サ

ツ
子

(住
民
課
保
健
衛
生

係
長
)

V

建
設
課
建
設
係
長
H
H

熊
田
富
一
(
建
設
課
主
査
)

V

議
会
事
務
局
主
査

1
大
和
田
ス

ミ
(
会
計
室
主
査
)

V

保
健
課

主
査
H
H
佐
藤
恵
美
子
(
住
民
課

主
査
)

V

総
務
課
主
査

I
増
子

貞
美
(
企
画
課
主
査
)

V

建
設

課
主
事
H
H
矢
部
玄
幸
(
住
民
課

主
事
)

V

企
画
調
整
課
主
事

1

須
田
潤
一
(
公
民
館
主
事
)

V

夜午後 7:00""11 :00 

公
民
館
主
事
H
H
溝
井
康
夫
(
住

民
課
主
事
)

V

会
計
室
主
事
リ

車
田
ヨ
シ
子
(
議
会
事
務
局
主

事
)

V

須
釜
支
所
主
事
H
H
塩
田

敦
(
住
民
課
主
事
補
)

V

保
健

課
主
事
補
日
小
針
武
彦
(
企
画

課
主
事
補
)

V

公
民
館
主
事
H

溝
井
陳
彦
(
農
業
委
員
会
事
務

局
主
事
)

V

保
健
課
保
健
婦

1

塩
沢
美
代
子
(
住
民
課
保
健
婦
)

V
保
健
課
保
健
婦

1
曲
山
知
賀

子
(
住
民
課
保
健
婦
)
V
保
健
課

主
事
補

I
小
針
遠
夫
(
新
採
用
・

小
高
)

V

住
民
課
主
事
補

1
大

越
健
一
(
新
採
用
・
南
須
釜
)

v
教
育
委
員
会
事
務
局
U

鈴
木

守
ク
ミ
(
す
が
ま
幼
稚
園
助
教

諭
)

V

い
ず
み
幼
稚
園
教
諭
日

鈴
木
枝
美
子
(
す
が
ま
幼
稚
園

教
諭
)

V

す
が
ま
幼
稚
園
教
諭

H
H
小
針
敏
子
(
い
ず
み
幼
稚
閤

教
諭
)

新
採
用
者

※昼午前 8:00""午後 7:00
深午後11:00 "'-'午前 6:∞

8 

保健課
小針達夫

住民課

大越健
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平成 2年 4丹

平
成
二
年
震
の
当
初
予
算
な

ど
が
三
月
定
例
議
会
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
、
昨

年
度
よ
り
も
三
億
九
千
九
百
十

五
万
円
多
い
一
三
・
七
%
の
伸

び
率
と
な
り
、
特
別
会
計
を
含

め
た
総
予
算
額
は
、
四
十
一
億

円
に
よ
り
ま
し
た
。

安
心
し
て
住
め
る
魅
力
あ
る

村
づ
く
り
を
目
指
す
、
平
成
二

年
度
の
予
算
概
要
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

広報たまかわ平成2年4月広報たまかわ

33億896万円一般会計に

す
。
以
上
を
基
本
と
し
て
、
平
成

年
度
の
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

村
長

車

田

次

夫

自

o 
a 
rn 

地
方
財
政
が
引
き
続
き
厳
し
い
状

況
に
あ
る
な
か
で
、
平
成
二
年
の
財

政
運
営
に
あ
た
り
、
税
収
入
、
投
資

的
財
源
の
確
保
と
受
益
者
負
担
の
適

正
化
な
ど
に
よ
り
、
財
源
の
確
保
に

努
め
ま
す
。
一
方
、
優
先
順
位
を
定

め
て
厳
し
い
選
択
を
行
い
、
財
源
の

計
画
的
な
し
か
も
重
点
を
置
い
た
配

分
に
徹
し
ま
す
。
ま
た
、
経
費
の
徹

底
し
た
節
減
と
合
理
化
を
図
り
な
が

ら
、
節
度
あ
る
財
政
運
営
に
努
め
ま

心
豊
か
で
活
力
と

魅
力
あ
る
村
づ
く
リ

村
民
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
一
方
、
若
者
が
定

着
で
き
る
村
。
つ
く
り
を
進
め
ま
す
。

快
適
な
生
活
環
境
の
整
備

生
活
基
盤
、
道
路
網
、
上
下
水
道

の
整
備
を
図
り
、
自
然
と
調
和
し
た

快
適
で
住
み
よ
い
環
境
守
つ
く
り
と
心

の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
ま
す
む入

6i意4，272万円
3億5，900万円

4億9，573万円
4i意3，966万円

3億4，499万円
3億2，434万円

前年度

曹麗鶴今年度

歳

4，000万円
3，000万円

H意6，726万円
2億0，048万円

5帯、2，096万円
4億0，942万円

3億6，978万円
3倍0，588万円

出歳

費

学校建築費…… … … … ? 億4，510万円

(泉中学校舎建築工事及び須釜中学校敷地

造成工事(第一期)など)

…6s曹2，211万円

-7，888万円

農業振興費一…・…・…i億 816万円

(岩法寺農業構造改善センター建設費など)

農地建設費………・…i憶 852万円

(毘体蛍農道整犠事業など)

林道費……………… 2，190万円

(林道開設工事費など)

(地方道改良及び緊急地方道整備事業、空

港関連整嬬事業など)

公営住宅建設

(玉川団地建設費)

道路新設設良費…

0農林水産業費

費

コ士民

間

木

。教

土

。

魅
力
あ
る
産
業
の
振
興

村
内
企
業
の
安
定
化
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
場
産
業
の
育
成
、
国
場
整
備

事
業
に
よ
る
農
産
物
の
生
産
向
上
、

自
立
農
家
の
育
成
、
フ
ラ
イ
ト
農
業
、

特
産
品
開
発
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
の
育
成
強
化
、
魅

力
あ
る
商
岩
街
づ
く
り
も
進
め
ま
す
。

生
き
が
い
の
あ
る

社
会
福
祉
推
進

老
人
の
生
き
が
い
対
策
、
健
康
増

進
、
在
宅
福
祉
な
ど
、
長
寿
社
会
に

対
応
し
た
、
潤
い
と
ふ
れ
あ
い
を
育

て
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
を
進

収
入
の
ト
ッ
プ
は
地
方
交
付
税
で

総
額
の
一
一
一

0
・
二
%
を
占
め
て
い
ま

す
。
次
に
多
い
の
は
、
村
債
(
村
の

借
金
)
で
、
総
額
の
一
九
・
四
弱
。

こ
れ
は
、
雨
中
学
校
の
改
築
工
事
と

め
ま
す
。

10 

村
民
一
体
の
教
育
、
文
化
、

ス
ポ
!
ツ
の
振
興

学
校
、
ス
ポ
ー
ツ
等
に
係
る
教
育

施
設
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
行

政
、
家
庭
、
地
域
社
会
が
一
体
と
な

っ
て
、
膏
少
年
の
育
成
を
進
め
ま
す
。

住
民
二

i
ズ
に
こ
た
え
る

行
財
政
運
営
の
健
全
化

行
政
事
務
事
業
の
効
率
化
の
た
め

改
善
策
を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
と

も
に
、
事
務
的
経
費
の
抑
制
に
よ
り
、

財
政
硬
匿
の
防
止
に
努
め
、
多
様
化

す
る
住
民
ニ

i
ズ
に
こ
た
え
ま
す
口

道
路
改
良
事
業
に
よ
り
、
伸
び
率
が

昨
年
度
の
一
・
八
倍
に
な
っ
て
い
ま

す
G

続
く
県
支
出
金
も
二
了
八
%

村
税
が
六
・
四
%
、
繰
入
金
が
四
了

二
%
と
、
大
き
な
伸
び
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。
寄
時
金
の
中
に
は
、
岩
法

寺
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
の
敷
地

造
成
と
建
築
工
事
寄
附
金
四
千
二
百

六
十
万
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

1人あたりが納める

村税 44，873円
(3億4，499万円)

A
7
年
度
は
、
泉
中
学
校
舎
の
建
築

工
事
と
須
釜
中
学
校
の
敷
地
造
成
工

事
(
第
一
期
)
が
始
ま
る
た
め
、
教

育
費
は
、
元
年
度
よ
り
三
億
七
千
百

二
十
一
万
円
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
土
木
費
は
一
億
五
百
十
一

万
円
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
今

平成2年1fj 1 8現在
人口 7，688人

年
度
公
営
住
宅
玉
川
団
地
の
建
設
工

事
が
完
成
す
る
た
め
で
、
そ
の
ほ
か

の
事
業
費
は
増
加
え
て
い
ま
す
。

続
く
農
林
水
産
業
費
は
、
土
地
改

良
総
合
整
備
事
業
な
ど
で
一
億
一
千

百
五
十
四
万
円
の
増
。
総
務
費
も
六

千
三
百
九
十
万
円
の
増
で
す
が
、
ご

の
中
に
福
島
空
港
ピ
ル
株
式
会
社
へ

の
出
資
金
二
千
万
円
と
、
ふ
る
さ
と

創
生
費
三
千
四
百
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

1人あたりに使われる
お金 430，407円

費

福島空港ピル株式会社出資金…-2，000万円

ふるさと創生費…………・… 3，400万円

福島県議会議員選挙費他…......… 355万円

調査費……………・…… 190万円

。民

461万円

費

助産所費………-

(母子センヲ一石積工事費など)

務

生

。総

3，380万円

•• ]， 400万円

消防ポンプ自動車購入

費

老人保健費

(成人誌検診委託料など)

。消 費

消防施設費

(防火水槽工事費、

費なと〕

生

防

0衛

11 



平成2年4月広報たまかわ

7
3
6
8万
円

予
算
額
は
、
元
年
度
よ
り
三
百
八

万
円
多
く
、
率
に
し
て
四
・
四
%
伸

び
て
い
ま
す
。

給
水
戸
数
は
元
年
度
よ
り
三
十
五

戸
、
年
間
総
給
水
量
が
三
万
四
千
立

方

M
、
一
日
平
均
給
水
量
で
九
十
三

す立
。方

15 
命増
のえ
水る

と
大予
切想
にし

|て
ま

開方
守
E
-

ぬ‘

u
p町
uv

p内
uv億an守

閣
!

圏一計一

圏一会一

圏一別一

圏一特一

圃

|

総
予
算
額
は
、
昨
年
度
に
比
べ
て

八
千
八
百
六
十
一
万
円
少
な
い
八
三

.
七
%
の
縮
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
一
番
の
財
源
と
な
る
保

険
税
が
、
被
保
険
者
の
減
か
ら
昨
年

よ
り
も
四
千
四
十
三
万
円
少

な
く
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
、
国
庫
支
出
金
も

六
千
九
百
九
十
七
万
円
減
っ

て
い
ま
す
。

支
出
に
つ
い
て
は
、
収
入

の
減
か
ら
全
般
的
に
昨
年
よ

り
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
保
険
給
付
費
は
全
体
の

|特別会計|

入るお金(歳入)

2i:意5，911万円

1，560万円

入
一般会計補 助 金

支出
建設改良費 5，042万円

(水資源調査、配水管布設工事など)

企業債償還金 435万円

平成2年4月

七
六
・
二
%
を
占
め
昨
年
度
よ
り
も

三
・
七
Mm
伸
び
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
引
き
続
き
各
種
検
診

や
一
白
人
間
ド
ッ
ク
を
行
い
、
成
人

病
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。

支払基金交付金

1億8，164万円

国庫支出金

5，165万円

収入

事業収益 7，368万円

⑧営業収益 5，996万円

@営業外収益 1，371万円

@特別利 益 1万円

広報たまかわ

支出

事業費用 7，368万円

@営業費用 6，973万円

@営業外費用 384万円

@予備費他 11万円

圃圏圃図画圏

保健センターでの乳児健診

入金
1，624万円

入産

繰

収

使うお金(歳出)

2億5，911万円

4，724万円

国民健康保険税
2億1，375万円

庫支 醤l

1f:意8，5，

付
3，45符向

共同事業交付金
386万円

保健給付命費

9万円

2万円
句、ム
h
Ji
 

oA山
叶

出金

1， 291万円

他

1，291万円

金

支

入

県

繰

|特別会計|

4，124万円

元
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
特
別

会
計
で
す
。
新
農
村
地
域
定
住
促
進

対
策
事
業
に
よ
り
、
昭
和
六
十
三
年

度
に
山
小
屋
地
区
簡
易
給
水
施
設

(μ

戸
)
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
c

元
年
度
は
、
こ
の
給
水
施
設
の
維

持
管
理
と
、
新
た
に
北
須
釜
奥
撫
地

区
簡
易
給
水
施
設
(
口
一
戸
)
整
備
の

た
め
の
、
水
源
調
査
と
ボ
ー
リ
ン
グ

を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
既
存
施
設
の
維
持
管

理
と
、
奥
撫
地
区
の
簡
易
給
水
施
設

工
事
を
行
い
、
給
水
開
始
は
、
平
成

三
年
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

入るお金(歳入)4，724万円使うお金(歳出)

0万円

予諸 費

2億5，910万円

療医

38万円e使用料及び手数料1，048方円費

.新農村 地域定住
促進対策事業費

務.#.公布，じ、

1，916万円

1，330万円

金

金

出

入

支@県

⑧繰

3，574万円

97万円費債@公
8万円金

1万円

出支諸

12 

合計 4億5，537万円4億5，537万円計企』
CJ 1，440万円{責-村5万円

13 
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平成 2年 4月広報たまかわ

夢をはぐくむ

子供たちの「
形
を
大
き
く
分
け
る
と
、
丸
と

四
角
と
三
角
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の

中
で
丸
と
い
う
も
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ

に
例
え
て
も
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
、

人
の
心
を
和
ま
せ
る
不
思
議
な
魅
力

を
も
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
」
と
、

カ
ラ
i
ボ
l
ル
を
造
り
始
め
て
か
ら

ま
す
ま
す

H

丸
山
へ
の
愛
着
が
わ
い

て
く
る
と
い
う
関
根
社
長
。

関
根
商
事
は
、
ビ
ニ
ー
ル
を
原
料

と
す
る
カ
ラ

i
ボ
i
ル
の
製
造
業
と

し
て
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
五
日
に

操
業
を
始
め
ま
し
た
。
親
会
社
は
、

埼
玉
県
の
株
式
会
社
石
山
で
、
製
品

は
東
京
の
問
屋
に
納
め
て
い
ま
す
。

現
在
の
従
業
員
数
は
五
人
。

大学吉の

鈴木喜一郎さん

も

竹ぼうき200本寄附

カ
ラ

i
ボ
i
ル
は
、
子
供
た
ち
向

け
の
が
ん
具
で
、
無
地
を
は
じ
め
子

供
た
ち
の
ア
イ
ド
ル
の
ス
ヌ

l
ピ
ー

や
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
な
ど
多
数
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
取
り
扱
い
、
十
数
色
の

カ
ラ
l
ボ
l
ル
を
造
つ
で
い
ま
す
。

生
産
量
は
年
間
千
二
百
万
個
。

創
業
前
関
根
社
長
は
、
農
業
後
継

者
と
し
て
家
業
に
従
事
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
農
業
情
勢
が
厳
し
く

農
閑
期
に
は
企
業
へ
出
稼
ぎ
に
行
か

な
く
て
は
な
ら
ず
、
何
か
農
業
以
外

に
新
し
い
こ
と
を
見
つ
け
よ
う
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
埼
玉

の
知
人
か
ら
、
カ
ラ
i
ボ
l
ル
造
り

の
話
が
舞
い
込
み
、
家
族
ぐ
る
み
で

し竹ん
たぼ(コ

ぅ52耳
きさ三九
二か日
百ら
本 村 吉
の教の
寄 育 鈴
附委木
が員喜
あ会一
りに良5
ま、さ

ご
の
竹
ぼ
う
き
は
、
四
年
前
の
自

宅
新
築
の
際
に
切
っ
た
も
う
そ
う
竹

を
、
ほ
う
き
で
も
作
っ
た
ら
役
に
立

平成2年 4月

第50回団体の

テーマ・スローガン募集

広報たまかわ

第50四国民体育大会が平成

7年に福島県て関かれます。

県民総参加のもとにこの国

体を成功させるため、みんな

に親しまれる国体の「テーマ」

つ
だ
ろ
う
と
思
い
、
冬
場
を
利
用
し

て
二
年
が
か
り
で
作
り
あ
げ
た
も
の

で
す
。寄

附
さ
れ
た
竹
ぼ
う
き
を
、
早
速

村
内
の
幼
稚
園
と
小
・
中
学
校
に
配

り
、
学
校
の
美
化
に
使
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
口

と「スローガン」を募集しま

す。

雪量募集者 第50回国民体育大

会福島県準備委員会

*募集作品

テーマ 福島県の風土や文化

などを端的に表現し、国体の

ミ愛称凶にふさわしいもの。

スローガン この大会の主旨

や者望など簡潔に表現し、国

体のと合言葉三にふさわしい

もの。
苦手応募資格

*応募方法

安
ノハ¥

土

を

第

専賃i
門挽:

工場内(円内が関根仁一社長)

車
田
製
作
所
は
、
昭
和
四
十
四
年

三
月
に
現
在
地
で
の
操
業
許
可
を
受

け
、
昭
和
四
十
五
・
六
年
ご
ろ
か
ら

操
業
を
始
め
ま
し
た
。
と
り
フ
の
も
、

相
談
の
う
え
親
会
社
を
訪
れ
、
創
業

を
決
心
し
ま
し
た
。

「
一
か
ら
の
出
発
で
し
た
が
、
景

気
・
不
景
気
に
あ
ま
り
左
右
さ
れ
な

い
ボ
ー
ル
の
魅
力
と
、
企
業
で
働
い

た
経
験
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
子
供

た
ち
の
夢
を
広
げ
る
た
め
に
も
、
品

質
の
向
上
と
新
製
品
の
開
発
に
努
め

た
い
」
と
、
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

所
在
地
小
高
字
東
耕
地
お

そ
れ
以
前
の
昭
和
二
十
八
年
秋
か
ら

す
で
に
移
動
製
材
を
行
っ
て
お
り
、

当
時
は
ま
だ
移
動
製
材
が
盛
ん
で
、

工
場
で
の
製
材
が
わ
ず
か
だ
っ
た
た

め
で
す
。

現
在
で
は
、
運
搬
手
段
も
機
械
化

さ
れ
、
工
場
で
の
製
材
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
そ
れ
で
も
十
年
前
ご
ろ
ま
で

は
移
動
製
材
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
間
、
当
初

一
反
歩
で
あ
っ
た
敷

地
も
五
反
歩
に
拡
張
さ
れ
、
た
く
さ

ん
の
丸
太
材
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
家

族
五
人
で
三
台
の
製
材
機
械
を
動
か

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
学
生
の
写

14 

五日召
代表

車田

生
場
所
と
し
て
、
毎
年
子
供
た
ち
が

訪
れ
で
い
ま
す
。

争
勺
'
九
刊

υ与
C

製
材
は
当
初
か
ら
賃
挽
専
門
で
、

製
品
販
売
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

「
最
初
大
工
の
仕
事
に
就
い
た
ん

で
す
が
、
数
が
多
く
て
ね
え
。
そ
れ

で
大
工
の
仕
事
に
関
連
し
た
仕
事
を

と
思
っ
て
始
め
た
ん
で
す
。
最
初
は

家
内
と
二
人
で
し
た
が
、

A
7
で
は
息

子
た
ち
も
後
を
継
い
で
く
れ
ま
す
し
、

高
校
生
の
孫
も
や
り
た
い
と
い
っ
て

い
ま
す
。
と
に
か
く
、
安
全
第
一
で

い
き
た
い
」
と
語
る
車
田
社
長
で
す
。

所
在
地
小
高
字
南
畷

M

1
0
は
あ
な
た
の
蝶
方

全
国
喚
通
の
警
察
相
談
電
話

事
件
や
事
故
の
と
き
、
警
察
へ
の

通
報
は
、
一
一

O
番
。
で
は
、
警
察

ヘ
相
談
事
が
あ
る
と
き
、
ど

こ
に
か

け
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

た
と
え
ば
、
家
庭
内
の
悩
み
事
・

交
通
事
故
の
こ
と
・
暴
力
団
の
こ
と

な
ど
で
図
っ
て
い
る
場
合
で
す
。

こ
ん
な
身
近
な
相
談
を
電
話
で
受

け
る
の
が
「
全
国
統
一
番
号
に
よ
る

警
察
相
談
専
用
電
話
」
で
す
。

③県
9内

A
叫
に
1v

ま
で

お
手
元
の
ダ
イ
ヤ
ル
式
の
電
話
を

使
用
す
る
場
合
、
福
島
県
内
で
あ
れ

ば
岱

0
2
4
5
③
9
1
1
0
で
す
。

他
県
の
場
合
は
、
お
手
数
で
も
市

外
局
番
色
調
べ
て
下
さ
い
。

持全

。の

プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
式
で

N
T
T
に
加

入
し
て
い
る
場
合
は
、

#
9
1
1
0

と
覚
え
や
す
い
全
国
共
通
の
短
縮
番

号
が
使
え
ま
す
。

ま
た
、
プ

ッ
シ
ュ
ホ
ン
式
で
あ
れ

ば
、
公
衆
電
話
で
も
使
え
ま
す
。

圏
内
旅
行
中
に
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
で
も
、

#
9
1
1
0
に
か
け

れ
ば
、
地
元
の
警
察
が
あ
な
た
の
手

助
け
を
し
て
く
れ
ま
す
口

気
軽
に
安
心
し
て
ど
う
ぞ
。

-官製はがき i枚につき、「テ

ーマ」または「スローガン l い

ずれか i点、を横書きとし、 意

味|について簡単な説明をつけ

て下さい。

。氏名、性別、年齢、職業(学

校名、学年)、住所、電話番

号を必ず記入して下さい。

• 1人何点ても応募てきます

@作品は、自作て未発表のも

の{こ限ります。

・県外在住の本県出身者は、

出身市町村名も記入して下さ

*送り先と問い合わせ先

〒960福島市杉妻町5番75号
福島県国体準備局 宮 (0245)
21-1111 内線4386・4387
*応募期間平成2年4月16
日~平成2年6用15日

特に制限なし

この機械で直径約 1mまではそのまま
製材できる。

間違っていたら?

確定申告が

@
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、

税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ
と
に

気
付
い
た
と
き
は
、
「
更
正
の
請
求
」

を
し
て
正
し
い
税
額
に
訂
正
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

D

-
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と

き
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、

税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
こ
と

と
気
付
い
た
と
き
は
、
「
修
正
申
告
」

を
し
て
正
し
い
税
額
に
修
正
し
て
下

，、?

、4
0

」

c'ν
@
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
、
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
て

い
た
と
き
は
、
た
だ
ち
に
確
定
申
告

を
し
て
下
さ
い
口

詳
し
く
は
、
須
賀
川
税
務
所
宮
0

2
4
8
③
2
1
9
4
へ
お
尋
ね
下
さ

3

0

 

'
hv
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jま
元
年
度
農
業
創
生
講
座
終

7

第 3自農業創生講座(就業改善センター)

第
三
田
農
業
創
生
講
座
が
、
一
一
一
月

五
日
、
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
関

か
れ
ま
し
た
。
講
師
は
前
回
に
問
ビ

く
伊
達
物
産
の
清
水
晶
夫
氏
を
迎
え

「
農
業
に
は
夢
と
希
望
が
あ
る
」
を

テ
i
マ
に
、
農
業
後
継
や
関
係
者
を

前
に
、
農
業
へ
の
熱
い
期
待
を
語
り

ま
し
た
。

つ
ま
り
、
今
ま
で
の
生
産
者
し
こ

う
を
消
費
者
優
先
の
生
産
に
切
り
替

え
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
正
し
い
情

報
を
入
手
す
る
た
め
に
行
動
を
お
こ

し
て
ほ
し
い
。

勤
労
者
二
戸
当
た
り
の
収
入
が
、

五
百
七
十
八
万
円
に
も
な
っ
た
。
ま

た
、
年
間
一
千
万
人
の
海
外
渡
航
者

が
い
る
の
だ
か
ら
、
食
を
め
ぐ
る
環

境
が
い
か
に
グ
ロ
ー
バ
ル
(
世
界
的
)

に
な
っ
た
か
想
像
が
つ
く
と
思
う
。

発
想
の
転
換
が
第
で
あ
る
。

終
了
後
、
清
水
先
生
を
屈
ん
で

懇
親
会
が
も
た
れ
ま
し
た
。

農
業
者
に
限
ら
ず
、
社
会
人
と
し

て
大
切
な
ご
と
は
、
や
は
り
創
造
性

豊
か
な
人
と
し
て
自
分
を
磨
く
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
分
で
決

め
つ
け
ず
に
、
専
門
的
な
知
識
と
市

場
の
動
き
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

ー
と
以
上
の
土
地
取
引
は

国
土
法
の
届
出
が
必
要

国
土
利
用
計
画
法
は
、
土
地
の
投

機
的
取
引
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し

乱
開
発
な
ど
を
未
然
に
妨
ぐ
た
め
土

地
取
引
に
つ
い
て
、
届
出
制
を
設
け

て
い
ま
す
。
玉
川
村
は
、

l
l
m
以
上

の
土
地
の
取
引
を
し
よ
う
、
と
す
る
と

き
は
、
こ
の
法
律
に
よ
り
、
あ
ら
か

じ
め
、
契
約
の
6
週
間
前
ま
で
に
知

事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平成2年4月

売る人 (土地) 買う人
/(イ)ーーー→Aさん

ぷζ-(口)一一一→日さん
甲さん建三二÷

てて-(ハ)一一→Cさん
"(ニ)一一一今 Dさん

(イ+ロ+ハ十ニ) 一定面積〉

広報たまかわ

E巴
① 

。
次
の
売
寅
な
ど
の
土
地
車
引

@
売
買
@
共
有
持
分
の
譲
渡

営
業
譲
渡
@
譲
渡
担
保
@
代
物

弁
済
@
交
換
@
予
約
完
結
権

@
買
戻
権
等
の
譲
渡
@
地
上
権

@
賃
借
権
の
設
定
@
譲
渡
こ
れ

ら
取
引
の
予
約
で
あ
る
場
合
も
事
前

に
崩
出
が
出
嬰
で
す
。

売る人 (土地) 買う人

甲さん一一(い)"，

乙さん一一(ろ)-ニミ::::-..._"々ノ

字以二 jt;プ…

図 2

@ 

。
一
団
地
の
土
地
取
引

個
々
の
取
引
面
積
は
小
さ
く
て
も

合
計
し
て
い
く
と
一
定
面
積
以
上
と

な
る
図
の
よ
う
な
一
回
の
土
地
取
引

は
個
々
の
取
引
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

届
出
が
必
要
で
す
口
図
ー

と
く
に
、
一
定
面
積
以
上
所
有
し

て
い
る
人
が
切
り
売
り
し
て
い
く
場

合
、
ま
た
は
小
き
な
土
地
を
買
い
進

ん
で
一
定
面
積
以
上
に
な
る
場
合
は
、

最
初
の
土
地
取
引
か
ら
届
出
が
必
要

で
す
。
図
2

0
届
出
を
し
な
い
と

届
出
を
し
な
い
で
土
地
取
引
を
し

た
り
、
偽
り
の
届
出
を
す
る
と
、
6

か
月
以
下
の
徴
役
ま
た
は
お
万
円
以

下
の
罷
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

な
お
、
届
出
に
つ
い
て
の
詳
し
い

こ
と
は
、
役
場
企
画
調
整
諜
怨
⑪
3

1
0
1
内
線
以
旬
、
ま
た
は
、
県
中
行

政
事
務
所
県
民
生
活
課
愈
0
2
4
9

⑫
6
1
6
1
内
線
3
0
5
ま
で
、
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

用
紙
も
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

訂
正
と
お
わ
び

四
月
号
で
新
入
学
児
童
の
名
簿

を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
次
の
方
々

の
氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
の
う
え
お
わ
び
し
ま
す
。

鰯東京エーヱムアール取締役

佐藤正明氏の講演会より

母島

?b 

湾要

活空
士み品

産円、

百舌
汗百飛

行
場
が
で
き
ま
す
と
、
リ
ゾ

ー
ト
法
の
指
定
を
受
け
た
磐
梯
や

会
津
地
域
へ
向
か
う
人
が
、
ご
こ

を
通
過
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

我
々
が
よ
く
出
張
な
ん
か
で
空

港
で
じ
ー
っ
と
見
て
ま
す
と
、
和

み
や
げ
を
買
う
人
が
非
常
に
多
い

ん
で
す
ね
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

途
中
で
買
っ
て
持
っ
て
歩
く
の
が

詣
倒
く
さ
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

帰
り
便
の
ギ
リ
ギ
リ
の
空
港
で
買

う
の
が
習
慣
に
な
っ
て
い
る
わ
け

で
す
ね
。

の
醸
造
メ
ー
カ
ー
に
頼
ん
で
造
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
方

法
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
最
近
、
方

々
の
市
町
村
か
ら
私
の
と
こ
ろ
に
、

酒
を
造
っ
て
く
れ
な
い
か
と
い
う

要
望
が
非
常
に
強
い
ん
で
す
。
私

の
知
り
合
い
に
、
樋
口
松
之
助
商

屈
と
い
う
酒
菌
メ
ー
カ
ー
が
あ
り

ま
し
て
、
こ
こ
に
広
島
大
学
の
助

教
授
を
し
て
ま
し
た
私
の
友
人
が
、

研
究
部
長
で
行
っ
て
ま
す
ん
で
、

彼
の
と
ご
ろ
へ
持
っ
て
い
っ
て
頼

む
ん
で
す
。
手
数
料
ぐ
ら
い
で
や

っ
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
口
ち
ゃ
ん

一
か
月
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
ら
、

と青
年
海
外
協
力
隊

隊

員

を

募

集

青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
で
は
、

平
成
二
年
度
春
の
募
集
説
明
会
を
、

次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

O
玉
川
第
一
小

小

高

車

出

恭

子

の

保

護

者

「
悦
子
」
↓
「
税
夫
」

岩
法
寺
矢
吹
め
ぐ
み
の
保
護
者

「
次
夫
」

i
e
す
「
次
男
」

O
須
釜
小

山
小
屋
石
森
文
弘
↓
「
文
広
」
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第
1
位
は
お
菓
子

私
ど
も
の
会
社
で
調
査
し
た
ん
で

す
が
、
一
番
何
が
売
れ
て
い
る
か
を

申
し
ま
す
と
、
わ
菓
子
な
ん
で
す
口

で
す
か
ら
、
玉
川
村
と
し
て
は

H

名

物
菓
子
山
を
作
り
な
さ
い
と
い
い
た

い
の
で
す
。
で
き
た
ら
、
こ
こ
で
取

れ
た
野
菜
を
素
材
に
し
た
お
菓
子
を

作
っ
た
ら
わ
も
し
ろ
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん

G

と
い
う
の
が
一
点
な
ん
で
す
。

何
も
、
今
か
ら
作
つ
で
も
遅
く
は
あ

り
ま
せ
ん
し
、
四
年
あ
る
わ
け
で
す

か
ら
、
ぜ
ひ
と
も
農
業
者
と
商
業
者

の
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て
、
幾
つ

か
の
お
菓
子
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

第

2
位
は
お
酒

二
番
目
に
売
れ
る
物
は
何
か
と
い

い
ま
す
と
、
向
、
お
酒
山
な
ん
で
す
口

こ
の
ま
ま
で
す
と
、
福
島
空
港
で
売

ら
れ
る
わ
酒
は
、
会
津
の
酒
で
あ
ろ

う
と
患
い
ま
す
。
そ
の
点
を
考
え
ま

す
と
、
ご
の
近
辺
と
い
う
か
こ
の
玉

川
村
の
お
酒
を
造
っ
て
ほ
し
い
な
あ

と
思
う
ん
で
す

D

こ
の
近
辺
の
話
な

ん
で
す
が
、
隣
の
栃
木
県
に
馬
頭
町

と
い
う
所
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

自
分
の
所
で
は
造
ら
ず
に
、
長
野
県

ア
ル
コ
ー
ル
に
な
っ
で
出
て
く
る
ん

で
す
ね
。
だ
か
ら
、
そ
ん
な
に
む
ず

か
し
い
も
ん
じ
ゃ
な
い
は
ず
で
す
c

あ
と
は
、
う
ま
味
を
ど
う
や
っ
て
つ

け
る
か
で
す
ね
。
た
だ
し
、
酒
造
免

許
が
必
要
で
す
か
ら
、
造
る
ん
で
あ

れ
ば
、
村
が
造
っ
て
も
結
構
な
ん
で

す
ね
。
事
実
、
北
海
道
の
池
田
町
と

富
良
野
市
、
あ
る
い
は
神
戸
で
は
、

酒
造
免
許
を
持
っ
て
い
ま
す
。
あ
と

こ
れ
に
、
卸
小
売
の
免
許
を
持
て
ば

売
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

ぜ
ひ
、
和
菓
子
と
酒
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
方
で
や
っ
て
ほ
し
い
な
あ
!

と
思
う
わ
け
で
す
。

格
初
歳
か
ら
お
歳
ま
で
の

青
年
男
女

派
遣
期
間
2
年
間

派
遣
職
種
農
林
水
産
、
土
木
建
築

保
健
衛
生
、
教
育
文
化

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
印
種

説
明
会
の
日
時
と
場
所

③

4
月
お
日
(
木
)
午
後
6
時
部
分

か
ら
郡
山
市
中
央
公
民
館

@
5
月
日
日
(
金
)
午
後
6
時
却
分

か
ら
福
島
市
民
会
館

募
集
締
切

5
月

ω日
(
水
)

O
問
い
合
わ
せ
先

福
島
県
国
際
交
流
室

密

0
2
4
5
⑧
1
1
1
1

国
際
協
力
事
業
団
東
北
支
部

密

0
2
2
(
2
2
3
)
5
1
5
1
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若

集 さ

団福
島
県
が
行
っ
て
い
る
青
年
海
外

派
遣
事
業
「
若
人
の
翼
」
の
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
海
外
研
修
を
体
験

す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
い
視
野
を
身

に
つ
け
今
後
の
社
会
活
動
に
生
か
し

て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

-
応
募
条
件
県
内
に
居
住
す
る
勤

労
青
年
で
次
の
年
齢
に
該
当
す
る
者

班

長

初

歳

1
お
歳

一
般
団
員
初
歳

i
m
歳

・
募
集
人
員

班
長
、
一
般
団
員
合
計
乃
人

・
派
遣
コ

l
ス
及
び
期
間

O
欧
州
派
遣
(
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル

ギ
ー
、
イ
ギ
リ
ス
日
日
間
日
人
)

O
南
米
派
遣
(
ブ
ラ
ジ
ル
、
パ
一
フ

グ
ア
イ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ロ
日

間
日
人
)

O
韓
国
・
東
南
ア
ジ
ア
派
遣
(
韓

国
、
マ
レ
イ
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ

l

日

鶴

自

ハ

幸

男

夫

哉

虞

義

則

尉

憾

清

裕

秋

邦

哲

良

照

勝

一
日
名
ぃ
衣
か
香
山
健
M

海
か
香
り
里
町
倫
み
美

(
友
宏
麻
り
池
竺
議
か
崎
町
大
ム
戸

eHA

え

が

恒

?

匹

な

池

藤

木

漆

竹

瀬

竹

根

根

t
佐

鈴

渡

大

広

大

関

関

お誕生おめでとう
ございます

地区

岩法寺

川辺

生

寺法
。

蒜

岩

ル
日
日
間
日
人
)

O
オ
セ
ア
ニ
ア
派
遣
(
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
日

日
間
万
人
)

O
北
米
派
遣
(
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
日
日
開
白
人
)

出
発
日
は
、
各
コ

l
ス
と
も
日
月

口
自

ωで
す
。

-
募
集
期
間

4
月
2
日間
W
1
5
月

北須釜

幻
日
間
ま
で

※
申
込
用
紙
は
、

り
ま
す
。

おくやみ
申し上げます

あ
り
が
と
う (2月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

矢部正一 73 白美

矢部きくみ 80 宗治

小針正生 73 正伊

小針タツヨ 85 竹千代

首藤明子 42 芳次

棺楽ユキ 87 喜久雄

佐久間フク 74 棟重

矢吹義行 33 タツ

佐藤作輿 66 義毒

石森ミチヱ 89 勝義

村
公
民
館
に
あ

ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
し

・
南
須
釜
の
相
楽
喜
久
雄
さ
ん
か
ら

二

万

円

・
吉
の
佐
藤
義
寄
さ
ん
か
ら

二

万

円

・
川
辺
の
矢
部
白
美
さ
ん
か
ら

二

万

円

・
北
須
釜
の
佐
久
間
棟
重
さ
ん
か
ら

一

万

円
区
辺

釜

釜

ク

須

須

。

南

北

亡と
にコ

山小屋

ク

ム

中

ん

ザ

地

J 11 

-
中
の
小
針
正
伊
さ
ん
か
ら

二

万

・
中
の
首
藤
芳
次
さ
ん
か
ら

二

万

・
川
辺
の
矢
部
宗
治
さ
ん
か
ら

二

万

・
中
の
小
針
薫
さ
ん
か
ら三

万

・
山
小
屋
の
石
森
勝
義
さ
ん
か
ら

二

万

円

(
村
社
会
福
祉
協
議
会
) 円円円円

す

地

+

F

F

F

m

/

i

、、

-

つ

日

戸

t

l

n

u

寸

よ

ほ

刈

の
咋

h
い

村
刊
園
田
一
日

2
3

7，645人(+4) 

3，807人(+7) 

3，838人(-3) 




